
元興寺文化財研究所協力講座

〈元興寺文化財研究所のご案内〉

2025年度下期（10月～2026年3月）

元興寺文化財研究所は、元興寺で発見された類例を見ない

「中世庶民信仰資料」の整理と性格究明、保存を目的として

設置された調査室を前身としています。1961年には国内初の

近代的手法による出土木製品の保存処理を実施するなど、

半世紀以上にわたって民間唯一の総合的な文化財研究機関

として指定文化財や身近な民俗資料など日本各地の様々な

文化財の保存・修復や調査研究を手掛け、文化財保存の先

陣を切ってきました。

〒630-8304 奈良市南肘塚町146-1 TEL：0742-23-1376 FAX：0742-27-1179 https://www.gangoji.or.jp/

近畿の寺・城・墓

日時 テーマ

10月14日（火）
13：30～15：00

語られた〈遁世のはじまり〉 －玄賓庵の縁起を読む－

11月11日（火）
13：30～15：00

くいだおれて400年 －考古学からみた豊臣大坂城下町の台所－

12月9日（火）
13：30～15：00

なぜ「寺は壷坂」なのか －山寺の古代・中世－

1月13日（火）
13：30～15：00

ほとけさまの足裏 －東大寺相伝仏足文のひろがり－

2月10日（火）
13：30～15：00

城郭石垣の健康診断 －豊臣秀長・藤堂高虎ゆかりの城を事例に－

3月10日（火）
13：30～15：00

古墳出現前夜 －弥生時代のお墓から考える－

元興寺文化財研究所は、元興寺で発見された仏教民俗資料を研究し保存処理するために
創設され、以来半世紀にわたって日本各地の諸種の文化財の調査や修復を行っています。
本講座では、研究所・各研究員が手掛けた調査・研究の最新成果を分かりやすく解説します。

【 受講料 】 各1回 2,530円

【 会 場 】 近鉄文化サロン阿倍野【 講 師 】 元興寺文化財研究所研究員

2016年には各種文化財の調査・保存・修復・科学分析を一手に担う「文化財の総合病院」として総合文化財センターを開設

し、Ｘ線CTなどの最新機器の導入による新たな技術開発や、文化財の保護と普及にも取り組んでいます。

※価格は、消費税を含んだ税込価格を表示しています。



※各講座とも、開催場所は近鉄文化サロン阿倍野です。 ※価格は、消費税を含んだ税込価格を表示しています。

元興寺文化財研究所 2025年度下期（10月～2026年3月）

WEBでご予約から入金までできるようになりました

お問合せ・お申込みは近鉄文化サロン阿倍野

（０６） ６６２５－１７７１
〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階
〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00）

※休業日： 8/30(土)、8/31(日)、10/29(水)～10/31(金)、
11/29(土)、11/30(日)、12/29(月)～1/4(日)、3/30(月)、
3/31(火)は受付業務を休ませていただきます。

[受講のお申込みは]

●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入会手続きをお済ませ

ください。

●近鉄文化サロンホームページからご入会・ご入金いただけます。

※入会金無料で会員登録でき、会員価格でご受講いただけます。

●各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。

※ただし、一定の人数に満たない場合は、講座を中止させていただく

こともございます。

【 時 間 】 13：30～15：00 【 受 講料 】 2,530円【 講 師 】 向村 九音

10/14
（火）

玄賓庵

語られた〈遁世のはじまり〉 —玄賓庵の縁起を読む—

【 時 間 】 13：30～15：00 【 受 講料 】 2,530円【 講 師 】 江浦 洋

11/11
（火）

仏足文（トレース図）

くいだおれて400年 －考古学からみた豊臣大坂城下町の台所－

【 時 間 】 13：30～15：00 【 受 講料 】 2,530円【 講 師 】 服部 光真

12/9
（火）

壷坂寺三重塔

なぜ「寺は壷坂」なのか －山寺の古代・中世－

【 時 間 】 13：30～15：00 【 受 講料 】 2,530円【 講 師 】 植村 拓哉

1/13
（火）

美濃国（岐阜県関市）から
持ち込まれたナレズシの荷札

ほとけさまの足裏 －東大寺仏足文のひろがり－

【 時 間 】 13：30～15：00 【 受 講料 】 2,530円【 講 師 】 坂本 俊

2/10
（火）

郡山城跡での表面波探査

城郭石垣の健康診断 －豊臣秀長・藤堂高虎ゆかりの城を事例に－

【 時 間 】 13：30～15：00 【 受 講料 】 2,530円【 講 師 】 村田 裕介

3/10
（火）

古墳出現前夜 －弥生時代のお墓から考える－

玄賓庵（奈良県桜井市）は、遁世の第一人者として知られる玄賓僧都が隠棲した地に
建つお寺です。今回は玄賓庵の縁起を取り上げ、そこに記された玄賓の物語や縁起の
制作背景について検討します。

西谷３号墓

鎌倉時代に流行する阿弥陀如来立像の足裏の文様―仏足文―は、いわゆる四十二相
のひとつ足下千輻輪相としてよく知られます。本講座では、とくに江戸時代に流布した
東大寺相伝と称する仏足文を有する仏像に着目して、その展開と流布を眺めていきます。

沢市とお里の「壷坂霊験記」で知られる、西国三十三所第6番札所の壷阪寺（南法華寺・
奈良県高取町）は、清少納言の『枕草子』で「寺は壺坂」とも賞された代表的な山寺です。
本講座では、『枕草子』の時代前後の壷坂寺を事例に、山寺の古代から中世への展開に
ついてお話しします。

いつの時代も人の本質は変わりません。人びとは教科書で語られる政治の世界とは別に、
「喜怒哀楽」に満ちた日々を送り、現代人同様に美味しいものを美味しく食べたいと考えて
いました。今回は考古学から大坂城下町の食生活に迫ってみたいと思います。

城郭石垣は、巨大な構造物であるが故に崩壊した場合の被害が甚大なものになってしまい
ます。石垣の危険性を把握し、危険因子を除去することは遺跡保護や防災の観点から重要
です。本講座では、物理探査からわかった大和郡山城跡と津城跡の石垣の特徴や健康診断
の結果についてお話しします。

日本史上、最も墓が巨大化した古墳時代。その萌芽は弥生時代にあります。弥生時代後期
に日本列島の各地域で造られた個性豊かな墳墓の様相を概観し、古墳時代前史としての
弥生時代について考えます。


